
特
集気

候
と
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
た「
晴
れ
の
国

お
か
や
ま
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
古
代

よ
り
吉
備
の
国
と
し
て
栄
え
、交
通
の
要
衝

と
し
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
。次

に
取
り
上
げ
る「
岡
山
県
の
広
域
交
通
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
」
で
は
、
鉄
道
網
と
東

西
南
北
に
延
び
る
高
速
道
路
網
の
整
備
に

よ
り
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た
効
果
と
地
域

交
通
の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
。ま

た
、
本
州
と
四
国
の
交
流
を
支
え
る「
瀬
戸

大
橋
」
に
つ
い
て
構
想
・
計
画
・
建
設
、
さ

ら
に
2
0
0
年
以
上
利
用
さ
れ
る
橋
を
目

指
し
て
行
わ
れ
て
い
る
維
持
管
理
技
術
を

紹
介
す
る
。

　

岡
山
県
に
は
一
級
河
川
の
吉
井
川
、
旭

川
、
高
梁
川
が
流
れ
て
お
り
、
市
街
地
と
そ

の
周
辺
は
広
大
な
岡
山
平
野
に
位
置
す
る
た

め
自
然
災
害
が
比
較
的
少
な
い
地
域
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
が
、古
く
か
ら
た
び
た
び
水

害
に
見
舞
わ
れ
、そ
の
た
び
大
規
模
な
治
水

事
業
が
行
わ
れ
て
き
た
。「
岡
山
県
の
治
水

事
業
」
で
は
、
こ
れ
ら
三
川
の
河
川
整
備
事

業
を
取
り
上
げ
、江
戸
時
代
か
ら
の
治
水
の

仕
組
み
を
継
承
し
て
い
る
旭
川
放
水
路（
百

間
川
）の
取
組
み
と
平
成
の
大
規
模
事
業
で

あ
る
高
梁
川
小
田
川
合
流
点
付
替
え
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
今
後
の
展
望
を
ま
と
め
る
。

ま
た
、岡
山
県
南
部
で
は
古
く
か
ら
干
拓
事

業
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た
。「
岡
山
県
の

干
拓
と
新
た
な
土
地
利
用
」
で
は
、
江
戸
初

期
か
ら
進
め
ら
れ
て
き
た
児
島
湾
の
干
拓

事
業
と
瀬
戸
内
市
の
広
大
な
塩
田
跡
地
を

活
か
し
た
太
陽
光
発
電
事
業
を
紹
介
す
る
。

　

土
木
技
術
者
は
、「
今
、
や
る
べ
き
こ
と
、

で
き
る
こ
と
」
は
何
か
を
考
え
、
次
世
代
の

子
ど
も
た
ち
に「
強
く
し
な
や
か
で
美
し
い

国
土
」
を
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。
倉
敷
市

に
位
置
す
る
水
島
港
は
、中
四
国
で
最
も
多

く
の
港
湾
貨
物
を
取
り
扱
う
国
内
有
数
の

工
業
港
で
あ
り
、わ
が
国
の
産
業
の
国
際
競

争
力
強
化
や
地
域
の
雇
用
の
確
保
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。「
水
島
港
の

発
展
」を
振
り
返
る
と
と
も
に
現
在
進
行
中

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
す
る
。ま
た
、「
倉

敷
国
家
石
油
ガ
ス
備
蓄
基
地
」
は
、
地
下
の

強
固
な
岩
盤
内
に
常
温
で
高
圧
の
液
化
さ

れ
た
プ
ロ
パ
ン
を
貯
蔵
す
る
も
の
で
高
圧

ガ
ス
と
し
て
は
国
内
初
と
な
る
水
封
式
地

下
岩
盤
貯
槽
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。こ
の

世
界
最
大
級
で
あ
る
岩
盤
貯
槽
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
2
0
1
3
年
度
に
土
木
学
会
技
術

賞
と
2
0
1
2
年
度
第
25
回
土
木
学
会
映

画
コ
ン
ク
ー
ル
準
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　

土
木
技
術
者
は
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
し
、
市
民
の
参
画
、
市
民
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
。岡
山
市
で
は
E
S
D

や
自
転
車
先
進
都
市
を
目
指
し
た
政
策
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、「
岡
山
市
の
取
組
み
」

で
は
地
域
の
特
色
を
通
じ
て
、
全
国
大
会

の
開
催
地
岡
山
市
の
理
解
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
期
待
す
る
。
ま
た
、「
中
山
間
地
域

の
活
性
化
事
業
」で
紹
介
す
る
岡
山
県
北
西

部
に
位
置
す
る
新
見
市
哲
西
地
域（
旧
哲
西

町
）
で
は
、
基
本
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
1

個
所
で
受
け
ら
れ
る
施
設
が
整
備
さ
れ
て

お
り
、隣
接
し
た
地
域
交
通
の
結
節
点
で
も

あ
る「
道
の
駅
」
と
合
わ
せ
て
、「
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
実
現
し
て
い
る
。
国

土
交
通
省
が
検
討
を
進
め
る「
国
土
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
」の
基
本
戦
略
に

位
置
付
け
ら
れ
た「
小
さ
な
拠
点
」
形
成
の

好
事
例
と
し
て
、そ
の
魅
力
を
伝
え
る
。

The Japan Society of Civil Engineers (JSCE) 2015 Annual 
Meeting, with the theme “Civil Engineering to Create a 
Future Positive with Community: we are going to take 
a new step forward”, will be held at Tsushima campus, 
Okayama University, Okayama City, Okayama Prefecture. 
This is the first time that Okayama Prefecture will host 
the JSCE annual meeting. The keywords in the theme, 
“with Community” emphasizes cooperation with the 
local community, “to Create a Future Positive” expresses a 
sense of responsibility to adequately tackle various issues 
such as infrastructure aging, and “a New Step Forward” 
indicates that this year is the 101th year since the 
establishments of JSCE. It is our intention that this special 
issue will be an opportunity to reflect on these keywords 
with a focus on Okayama Prefecture.

Specifically, this special issue takes up topics such 
as civil engineering heritage in Okayama Prefecture, 
development of railways, highways, and ports, energy 
related projects, and characteristic initiatives of southern 
and northern parts of Okayama Prefecture. 

地域とともに
確かな未来を築く土木技術

─新たなる第一歩─
Civil Engineering to Create a Future Positive with Community：

we are going to take a new step forward

全国大会実行委員会総務部会総務WG：小松 満、中村 公一

　

2
0
1
5
年
度
土
木
学
会
全
国
大
会
は
、

『
地
域
と
と
も
に
確
か
な
未
来
を
築
く
土
木

技
術 

─
新
た
な
る
第
一
歩
─
』
を
テ
ー
マ

に
、岡
山
県
岡
山
市
の
岡
山
大
学
津
島
キ
ャ

ン
パ
ス
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。岡

山
県
で
の
全
国
大
会
の
開
催
は
初
で
あ
り
、

全
国
大
会
の
主
要
行
事
で
あ
る
年
次
学
術

講
演
会
は
、第
70
回
を
数
え
る
こ
と
に
な
っ

た
。大
会
テ
ー
マ
を
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る「
地
域
と
と
も
に
」
は
地
域
と
の
協
働
、

「
確
か
な
未
来
を
築
く
」
は
イ
ン
フ
ラ
老
朽

化
な
ど
の
諸
問
題
に
確
実
に
対
応
し
て
い
く

使
命
感
、「
新
た
な
る
第
一
歩
」は
土
木
学
会

創
立
1
0
1
年
目
が
そ
れ
ぞ
れ
結
び
つ
い
て

い
る
。
現
在
わ
が
国
は
、
急
速
に
進
む
人
口

減
少
・
少
子
化
・
高
齢
化
、局
地
化
・
集
中
化
・

激
甚
化
す
る
豪
雨
、首
都
直
下
地
震
・
南
海

ト
ラ
フ
地
震
等
切
迫
す
る
巨
大
地
震
、イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、安
全
安
心
で
持
続
可
能
な
社

会
を
構
築
し
て
ゆ
く
た
め
に
、引
き
続
き
土

木
技
術
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
。本

特
集
号
で
は
、
岡
山
県
に
焦
点
を
当
て
、
こ

れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
考
え
る
契
機
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
企
画
し
た
。

　

土
木
技
術
者
は
こ
れ
ま
で
社
会
基
盤
の

整
備
を
通
じ
て
わ
が
国
の
社
会
経
済
の
発

展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。ま
ず

は
岡
山
県
の
近
世
以
前
と
近
代
の
土
木
技

術
者
の
業
績
を
振
り
返
る
た
め
に
、農
業
関

連
の
遺
産
の
多
様
性
と
、そ
の
質
の
高
さ
が

特
徴
で
あ
る「
岡
山
県
の
土
木
遺
産
」
を
取

り
上
げ
る
。

　

岡
山
県
は
瀬
戸
内
地
域
特
有
の
温
暖
な

岡山県

兵庫県

岡山県

兵庫県

鳥取県鳥取県
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岡山空港
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記事で扱った場所
1  瀬戸大橋
2  高梁川・小田川付け替え
3  百間川河口水門
4  水島港
5  水島国家石油ガス備蓄基地
6  児島湾干拓
7  錦海塩田跡地
8  哲西町

記事で扱った場所
1  建部井堰
2  吉井水門
3  田原用水の石懸樋
4  大多府港の元禄防波堤
5  内尾大水門
6  片崎樋門
7  三石金剛川拱渠
8  京橋
9  恩原ダム
10  田井橋
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